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〈参考７〉発達段階に応じた子どもの食事への配慮について 

 

子どもの食事で「困っている」ことも年齢によって異なる 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

離乳期には、食事のリズムを 

大切に 
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栄養バランス 

一緒に楽しく
食べること 

食事のリズム 

食べる量

食事のマナー 

＊離乳食を開始していない場合は、「今後気をつけた

いと思う」こととして回答。 

 子どもの食事で「困っている」こ

とも年齢によって異なっている。 
 遊び食いやむら食いは、１歳後半

から２歳にかけて高くなるが、その

後は低くなっていく。偏食は１歳後

半から徐々にその割合が高くなる。

 この時期の精神発達は著しく、自

我の芽生えに応じて、食べる場面で

も様々な行動をとるようになり、食

欲や食事の好みにも偏りが現れやす

い。 
発達が進むにつれ、安定していく

ことが多いので、長期的な視点で見

守り、対応していく。 

年齢別 子どもの食事で困っていること 

資料：厚生労働省「平成 17 年度乳幼児栄養調査」 

資料：厚生労働省「平成 17 年度乳幼児栄養調査」 

年齢別 子どもの食事で特に気をつけていること  

 子どもの食事で特に気

をつけていることについ

ては、いずれの年齢におい

ても、「栄養バランス」が

７～８割と高い。 
 「食事のリズム」は、６

か月～１歳未満で 52.9％、

１ 歳 ～ １ 歳 ６ か 月 で

48.1％。離乳が進むにつれ

て、睡眠、食事、遊びなど

の活動にメリハリが出て

くる。「食事のリズム」を

規則的にすることで、おな

かがすくリズムも経験す

ることができ、それを繰り

返していくことで生活リ

ズムが形成されていくの

で、この時期は、食事のリ

ズムを大切にする。 


